面積測定: デジタイザによる位置測定

デジタイザを用いて位置測定を行うプログラムは MS-DOS の上で動作する N88-BASIC のプログラムである。起動するには「面積測定用プログラム」と書かれたディスクをフロッピードライブ (以下このドライブを C: と仮定する) に入れ PC-9801DA をリセットすればよい。

0. 測定用プログラムの標準的な使い方

1. 読み取りかサンプルプログラムかと聞いてくるので “1” (読み取り) と入力する。
2. 四角形か閉曲線かと聞いてくるので “2” (閉曲線) と入力する。こうするとデジタイザは次に指定する間隔ごとに位置を報告する。 ”1” (四角形)とすると4つの点の測定をするが、これは方眼紙の目盛りとの比較などに用いるもので、四角形の面積の測定を四角形モードで行うと任意の曲線の場合と比較にならないので注意。

3. 読み取り間隔を 0.1mm 単位で指定する。これを0.1mm にするとデジタイザのカーソル (マウスみたいなもの) が停止していても精度の問題でうまく判定できないので0.2mmとすることを薦める。具体的には “0.2” ではなく “2” と入力する。
4. デジタイザのカーソルの “2” ボタンを押しながら曲線をなぞり、最後に “Z” ボタンを押す。
5. 結果を格納するファイル名を聞いてくるから８バイト以下の名前を入力する。空白や一部の記号などのMS-DOS で許されない文字を使わないように注意。複数回測定するならば同じ名前を指定すると前の内容が消滅するので名前が重ならないように注意する。
6. もう一度測定するかどうか聞いてくる。Yと答えれば 1. に戻る。N と答えれば “Ok” という N88-BASIC のプロンプトが表示される。プログラムを再実行したければ “run”, MS-DOS コマンドを発行したければここで “system” と入力すればよい。
MS-DOSファイルシステム

MS-DOS のファイル名はたとえば C:\DATA\ZIKKEN.DAT のようなものである。これは C: ドライブにある \DATA  というディレクトリの ZIKKEN.DAT というファイルであることを示す。ドライブとはフロッピーディスク1枚などに相当する単位で A:, B:, C:… のようにアルファベット1つの名前がついている。ディレクトリとはドライブの中に作られるファイルを分類整理するための容器のようなもので、たとえば DATA のような名前をもつ。\ はディレクトリの区切りを表す文字である。ドライブ自体をあらわすディレクトリは C:\ のように書きこれをC: ドライブのルートディレクトリという。ディレクトリは MDコマンドで作られ、必要であれば C:\DATA\5.20\TEST (C: の中の DATA の中の 5.20 の中の TEST) のように何階層ものディレクトリを作ることができる。 C:\DATA\ZIKKEN.DATのようにドライブ・ディレクトリ・ファイル名をすべて示したファイル (または最後の要素がディレクトリだったらディレクトリ) 名をフルパス full path という。フルパスはファイルの正式名称のようなもので、ファイルを操作するコマンドにはフルパスを指定すれば確実に使えるが、これではいかにも面倒なのでいくつかの省略記法がある。

· まずカレントドライブが C: である場合はその部分を省略できて \DATA\ZIKKEN.DAT とすることができる。また C: ドライブのカレントディレクトリが ZIKKEN.DAT のあるのと同じ C:\DATA ならば単に ZIKKEN.DAT と指定すればよい。カレントドライブ・カレントディレクトリとは「現在コンピュータがそこにいる」ドライブ・ディレクトリのことで、 CD コマンドで表示または変更することができる。

ZIKKEN.DAT のようなファイル名(およびディレクトリ名)には以下のような規則がある。
· ファイル名は最大 8 バイト (最も狭義のファイル名) と “.” と最大 3 バイト (拡張子)からなる (1バイトとは漢字などを用いない限り1文字と解してよい)

· 使ってはいけない文字は 空白、タブ、”=/,.?\|<>[] の記号など。よくわからなければ英数字 (A-Z, 0-9) と 「-_」 程度にしておくことを薦める。

· アルファベットの大文字と小文字は区別されない (正式には大文字)

· NUL, CON, PRN, CLOCK は特殊な意味があるので (拡張子つきでも) 作成不可

また一部のコマンドでは複数のファイルを指定する代わりにワイルドカードという方法が使える。たとえば *.DAT は .DAT という拡張子を持つファイルすべてをあらわす。”*” 文字はすべての文字列に対応し、”?” 文字は 1文字に対応する。たとえば SQ*.DAT はSQ1.DAT, SQ10.DAT, SQUARE.DAT などをまとめて扱えるのに対し、SQ?.DAT は SQ1.DAT や SQ2.DAT を含むが SQ10.DAT や SQUARE.DAT は含まない。なお残念ながら SQ*RE.DAT のような記法は有効ではなく SQ*.DAT と同じことになってしまう。

MS-DOS コマンド

ゴシックの部分はそのままタイプする。斜体の部分は目的に応じ変更する。

内部コマンド
MS-DOS の起動とともにメモリに取り込まれるのでいつでも実行できる。

D:



カレントドライブを D: に変更

CD



カレントディレクトリを表示

CD
directory

カレントディレクトリを directory に変更

MD
directory

directory を作成 (Make Directory)
RD
directory

directory を削除 (Remove Directory)
COPY
file1 file2

file1 を file2 にコピー

COPY
file1+file2+… file
file1, file2,… を連結して file にコピー

COPY
file [directory]

file を directory (省略時はカレントディレクトリ) にコピー

DEL
filename

filename を削除 (DELete) 

DIR
[directory]

directory (省略時はカレントディレクトリ)のファイルの一覧

REN
file1 file2

file1 の名前を file2 に変更

TYPE
file


file の内容を表示

外部コマンド

プログラムがファイルに入っているのでそのファイルが読める状態でないと実行できない。

MORE
file


file (省略時は標準入力) の中身を表示する。

FORMAT D:


D: ドライブに入れたフロッピーディスクをフォーマットする
C:\AUTOEXEC

C:\AUTOEXEC.BAT (リセット後に起動されるプログラム)を実行する。カレントディレクトリが C:\ ならば C:\ は不要

ファイル操作例
デジタイザの読み取りプログラムを終了すると N88-BASIC のプロンプトが表示される。この状態から D: ドライブのフロッピーディスクにデータのコピーを行うことを考えよう。データは C:\DATA の中にある。以下のリストではゴシックの部分をタイプする。

OK
N88-BASIC のプロンプト

system
N88-BASIC を終了し MS-DOS に戻る

C> MS-DOS のプロンプト

C>cd



カレントディレクトリを問い合わせる

C:\



カレントドライブは C: カレントディレクトリは C:\ である

C>copy data\*.* d:

data というディレクトリの中の *.* (すべてのファイル) を d:

FOO.DAT


ドライブにコピー

BAR.DAT

…
C>d:



カレントドライブを D: に変える

D>cd



カレントディレクトリを問い合わせる

D:\

D>dir



そこにあるファイルの一覧を見る:

 (ファイル名の一覧が表示される)
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